
1

内水ハザードマップの公表について

（北八幡排水区）

令和３年10月

建設部河川課

12月８日 住民自治協議会への説明まで

非 公 開

令和３年11月２日

部長会議資料



１．内水ハザードマップの概要 2

• 平成17年７月「都市における浸水対策の新たな展開」が示され、時間と
財政的制約の中で緊急かつ効率的に浸水被害の軽減を図るため、「ソフ
ト・自助の促進による被害の最小化」が基本的方向の一つに位置付けら
れた。

• 平成18年３月 国土交通省が「内水ハザードマップ作成の手引き(案)」
を策定し、住民の自助による浸水被害の軽減も期待して、全国的に内水
ハザードマップの作成及び公表を促進してきた。

• ハザードマップ作成マニュアル（令和３年７月）より、内水浸水想定区
域の作成にあたっては、原則、浸水シミュレーションを活用して作成す
べきであり、想定し得る最大規模の降雨（北陸地域：131mm/h）を前提
とした浸水想定区域を公表することとしている。

• 想定最大規模降雨とは、日本を降雨の特性が似ている15の地域に分け、
それぞれの地域において観測された最大の降雨量により設定することを
基本としている。（長野市は北陸地域）

内水ハザードマップとは、内水浸水想定区域を基に、内水による浸水情報と避難方法等に
係る情報を住民にわかりやすく示したもの。
⇔ 洪水ハザードマップ（外水：危機管理防災課発行）



２．内水ハザードマップ（地図面：Ａ２サイズ）について 3



２．内水ハザードマップ（地図面：Ａ２サイズ）について 4

<地図面の使い方>

• 自宅や職場等の浸水深を色分けで確認
• 適切な避難ルートや避難場所を確認
• 地域の水害特性を把握
（河川の被害規模、水害に関する危険
箇所）

• 地域の社会特性の把握
（要配慮者利用施設の有無、防災等関連
施設の把握、交通事情の把握）

住民の自助・共助を促進し、水災による
被害を最小化



３．内水ハザードマップ（情報・学習面：Ａ２サイズ）について 5
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３．内水ハザードマップ（情報・学習面：Ａ２サイズ）について 6



３．内水ハザードマップ（情報・学習面：Ａ２サイズ）について 7

<情報・学習面の使い方>

• 水害時に得られる情報の入手先を確認
（気象庁、川の防災情報、防災ナビ等）

• 避難指示等の解説
• 避難の際の注意事項を把握
• 四つ折りで折りたたんで、Ａ４サイズで情報表示

命を守る最善の行動を！



４．スケジュールについて 8

今後の予定

○市議会政策説明会 11月８日（月）

○地元への説明 12月８日（水）
・住民自治協議会への説明（古牧地区、朝陽地区）

○印刷・配布について
• 印刷物（Ａ２サイズ両面）を広報ながのと併せて対象区域内の各戸に配布
• 配布完了は令和３年度内を目標

○インターネットによる公表について
• 長野市ホームページに公表
• 国土交通省ハザードマップ

ポータルサイトへ登録

ハザードマップポータルサイトHP参照
（日本地図の着色部が公表済み自治体）


